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内
分
泌
代
謝
内
科
は
、
今
井
・
神
山
・

清
水（
馨
）・
大
原（
徳
彦
）の
４
名
の
医

師
が
、
内
分
泌
疾
患
な
ら
び
に
糖
尿
病

を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
病
・
代
謝
疾

患
の
専
門
的
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
、

当
院
は
日
本
内
分
泌
学
会
お
よ
び
糖
尿

病
学
会
の
専
門
教
育
認
定
施
設
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
予
備
軍
ま
で
含
め
る
と
２

２
１
０
万
人
と
も
い
わ
れ
、
年
々
増
加

す
る
患
者
さ
ん
を
効
率
的
・
全
人
的
に

診
療
す
る
た
め
に
医
師
・
看
護
師
・
管

理
栄
養
士
・
薬
剤
師
・
臨
床
検
査
技
師
・

理
学
療
法
士
の
各
専
門
職
種
か
ら
な
る

糖
尿
病
療
養
支
援
チ
ー
ム
が
糖
尿
病
教

育
入
院
・
イ
ン
ス
リ
ン
導
入
な
ど
チ
ー

ム
医
療
に
よ
る
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
は

糖
尿
病
指
導
の
専
門
家
と
し
て
認
定
さ

れ
た
資
格
で
あ
る
日
本
糖
尿
病
療
養
指

導
士
の
取
得
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

糖
尿
病
診
療
は
近
年
大
き
な
変
革
を

迎
え
て
お
り
、
新
診
断
基
準
、
Ｈ
ｂ
Ａ

１
ｃ
の
国
際
標
準
値
へ
の
変
更
、
新
規

薬
剤（
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
）の
導
入

な
ど
が
相
次
い
で
あ
り
、
検
査
に
関
し

て
も
皮
下
連
続
式
グ
ル
コ
ー
ス
測
定

（
Ｃ
Ｇ
Ｍ
）と
い
う
新
し
い
検
査
法
が
新

規
に
保
険
承
認
さ
れ
、
当
科
に
お
い
て

も
昨
年
４
月
に
導
入
し
ま
し
た
。
持
続

血
糖
測
定
（continuous glucose monitoring:

CGM

）
装
置
は
、
皮
下
組
織
に
留
置
し

た
セ
ン
サ
ー
電
極
に
よ
り
間
質
液
中
の

グ
ル
コ
ー
ス
濃
度
を
連
続
的
（
10
秒
間

隔
）
に
測
定
し
、
５
分
間
の
平
均
値
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
一
日
２
８
８
回
の

測
定
値
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
測

定
値
を
血
糖
値
に
換
算
す
る
た
め
に
、

１
日
４
回
以
上
の
血
糖
測
定
値
の
入
力

が
必
要
で
す
。
日
常
臨
床
で
は
問
題
な

く
使
用
で
き
る
レ
ベ
ル
で
す
が
、
測
定

し
う
る
血
糖
値
は
40―

400
㎎
／
dL
の
範

囲
で
、
か
つ
静
脈
血
糖
値
に
比
べ
て
数

分
〜
10
数
分
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
え

ま
す
。
従
来
の
自
己
血
糖
測
定
（
Ｓ
Ｍ

Ｂ
Ｇ
）
は
一
日
の
血
糖
推
移
を
あ
く
ま

で
も
点
と
し
て
し
か
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
ず
、
血
糖
が
現
在
上
昇
あ
る
い
は

下
降
傾
向
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
深

夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
低
血
糖
や
血

糖
上
昇
な
ど
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
Ｃ
Ｇ
Ｍ
を
導
入
し
て
24
時
間
の
血

糖
推
移
を
連
続
的
に
解
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
量
・
注
射
時
間
な

ど
を
き
め
細
か
に
調
節
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
が
枯
渇
し
て

い
る
糖
尿
病
で
は
血
糖
変
動
が
著
し
く

乱
高
下
す
る（
不
安
定
：britlle

型
）こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
血
糖

の
変
動
を
測
定
値
の
標
準
偏
差
を
計
算

し
て
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
科
で
は
Ｃ
Ｇ
Ｍ
導
入
と
同
時
期
に

イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
療
法
を
開
始
し
、

１
型
糖
尿
病
や
膵
性
糖
尿
病
な
ど
の
イ

ン
ス
リ
ン
分
泌
能
が
枯
渇
し
て
い
る
糖

尿
病
や
糖
尿
病
合
併
妊
娠
な
ど
に
積
極

的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン

ポ
ン
プ
と
は
持
続
皮
下
イ
ン
ス
リ
ン
注

入
（continuous subcutaneous 

insulin infusion

：CSII

）
療
法
を
お

こ
な
う
医
療
器
具
で
、
皮
下
に
留
置
し

た
カ
ニ
ュ
ー
レ
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を
通
じ

て
ポ
ン
プ
に
装
着
し
た
リ
ザ
ー
バ
よ
り

超
速
効
型
イ
ン
ス
リ
ン
を
持
続
的
に
注

入
す
る
装
置
で
す
。
Ｃ
Ｇ
Ｍ
で
一
日
の

血
糖
推
移
を
把
握
し
、
個
人
の
パ
タ
ー

ン
に
合
わ
せ
た
イ
ン
ス
リ
ン
の
注
入
量

や
注
入
パ
タ
ー
ン
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て

イ
ン
ス
リ
ン
投
与
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
人
工
膵
臓
に
一
歩
近
づ
い
た
と

も
い
え
ま
す
が
、
今
回
日
本
に
導
入
さ

れ
た
Ｃ
Ｇ
Ｍ
Ｓ
Ⓡ system

 Gold™
 

（M
edtronic

社
）
は
欧
米
で
は
す
で
に

旧
機
種
と
な
っ
て
お
り
、
次
世
代
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
Ｃ
Ｇ
Ｍ
（RT-CGM

）
機

器
が
数
社
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
は
皮
下
の
小
型
セ
ン
サ
ー
部
か
ら

無
線
送
信
で
小
型
の
記
録
部
に
測
定
結

果
を
送
る
こ
と
で
直
近
の
測
定
値
も
表

示
可
能
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ら
で
は

の
高
血
糖
／
低
血
糖
時
の
ア
ラ
ー
ム
機

能
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
と

組
み
合
わ
せ
て
イ
ン
ス
リ
ン
注
入
量
を

調
節
可
能
な
人
工
膵
臓
に
よ
り
近
い
機

器
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
日
本
で
は
使
用
無
線
電
波
帯
域
が
電

波
法
で
規
制
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
新

のRT-CGM

装
置
が
導
入
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
急
に
こ

の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
最
新
機
種
が
導

入
可
能
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

持
続
血
糖
モ
ニ
タ
ー（
Ｃ
Ｇ
Ｍ
）と

　

イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
）の
導
入

糖
尿
病
療
養
支
援
チ
ー
ム
委
員
長

内
分
泌
代
謝
内
科
部
長

内
分
泌
代
謝
内
科
・
糖
尿
病
療
養
支
援
チ
ー
ム

　
　

今　

井　

泰　
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な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
が
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
世
界
一
に

輝
き
、
日
本
中
が

歓
喜
に
沸
い
た
8

月
上
旬
、
男
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
急
性

心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
る
と
い
う
悲
し
い

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
倒
れ
た
際
近
く
に
自
動
対
外
式
除
細

動
器
（
以
下
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
が
無
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
重
要
性
が
ニ
ュ
ー

ス
や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
叫
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
致
死
性
不
整
脈
（
命
が

脅
か
さ
れ
る
不
整
脈
）
の
際
に
自
動
的

に
心
電
図
の
解
析
を
行
い
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
働
き
を
戻
す
こ

と
を
試
み
る
医
療
機
器
で
す
。
２
０
０

４
年
７
月
か
ら
は
一
般
市
民
も
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
空
港
や
駅
な
ど
の
公
共

施
設
や
商
店
街
な
ど
に
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
０
９
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
タ
レ
ン
ト

の
松
村
邦
洋
さ
ん
が
急
性
心
筋
梗
塞
に

よ
る
不
整
脈
で
突
然
倒
れ
心
肺
停
止
に

陥
っ
た
際
に
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
さ
れ

一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
例
が
多

数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

突
然
の
心
肺
停
止
の
大
半
は
、
致
死

性
不
整
脈
で
あ
る
心
室
細
動
（
心
臓
が

け
い
れ
ん
し
て
い
る
状
態
）
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
で
の
除
細
動
を
お
こ
な
う
こ
と
で
救

命
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
呼
び
か
け
て
反
応
が

無
け
れ
ば
②
１
１
９
に
電
話
し
救
急
要

請
を
お
こ
な
い
、
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ

れ
ば
取
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
す
。
③
呼

吸
を
確
認
し
、
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
強
く

絶
え
間
な
い
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
胸
骨

圧
迫
）
を
お
こ
な
い
④
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着

し
次
第
使
用
し
ま
す
。

　

実
際
の
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
は
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
講

習
を
受
け
る
こ
と
で
ど
な
た
で
も
マ
ス

タ
ー
で
き
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の

命
が
救
わ
れ
る
よ
う
に
、
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
学
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

＊
心
肺
蘇
生
講
習
に
ご
興
味
を
も
た
れ

た
方
は
、
当
院
で
も
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｃ

Ｐ
Ｒ
」
と
題
し
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。
次
回
の
開
催
日
時
は
２
０

１
２
年
２
月
16
日
（
木
）
14
時
30
分
〜

16
時
（
救
急
セ
ン
タ
ー
５
階
第
１
会
議

室
）
で
す
。
当
日
直
接
会
場
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
無
料
で
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第12走者
START!!

12

㈳
日
本
看
護
協
会
認
定 

集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師

野　

本　

宏　

美　

　

平
成
23
年
7
月
2
日
に
つ
く
ば
国

際
会
議
場
に
お
い
て
「
第
47
回
い
ば

ら
き
看
護
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
来
、
看
護
の
祭
典
は
看
護

職
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、「
看
護
の
日
」が

制
定
さ
れ
て
い
る
5
月
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

を
受
け
、
開
催
地
も
被
害
の
大
き
か

っ
た
水
戸
市
か
ら
つ
く
ば
市
に
変
更

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
茨
城

県
内
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
看
護

や
未
来
を
担
う
看
護
学
生
な
ど
約
１

０
０
０
人
が
出
席
さ
れ
、
華
や
か
な

祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
い
て
私
は
、
看
護

業
務
に
献
身
的
に
従
事
し
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
方
が
表
彰
を
受
け
る
と

い
う
茨
城
県
知
事
賞
表
彰
を
賜
り
ま

し
た
。
私
が
看
護
師
と
し
て
今
日
ま

で
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
諸

先
輩
や
職
場
の
み
な
さ
ま
の
温
か
な

ご
指
導
と
、
ご
支
援
の
賜
物
と
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
看
護
師
と

な
り
34
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
恩
返
し
の
期
間
と
考
え
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
表
彰

を
励
み
に
土
浦
協
同
病
院
の
発
展
と
、

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

土
浦
協
同
病
院
が
母
体
と
な
り
昨
年

度
に
改
組
し
た
「
茨
城
県
南
悪
性
腫
瘍

研
究
会
」
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
が

ん
関
連
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も

継
続
的
に
、
年
１
〜
２
回
開
催
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
と
な
る
市
民
公
開
講
座
は

２
０
１
１
年
６
月
11
日
土
曜
日
14
時
か

ら
２
時
間
余
、
土
浦
市
民
会
館
で
行
い

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
前
立
腺
癌
」で
、
座
長
を

土
浦
協
同
病
院
泌
尿
器
科
の
森
本
信
二

医
師
が
務
め
、
同
泌
尿
器
科
（
川
野
圭

三
医
師
）、
同
放
射
線
科
（
大
原
潔
医

師
）、同
薬
剤
部（
大
谷
俊
裕
薬
剤
師
）、

同
看
護
部（
松
本
俊
子
看
護
師
）の
多
職

種
講
師
計
５
名
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

形
式
と
し
ま
し
た
。
副
題
を
「
早
期
発

見
か
ら
緩
和
ケ
ア
ま
で
」
と
し
、
が
ん

の
地
域
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の
チ
ー

ム
医
療
の
特
徴
を
活
か
し
た
公
開
講
座

と
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
１
６
０
名
余
で
、
予
想
以

上
の
参
加
者
数
に
関
係
者
一
同
安
堵
致

し
ま
し
た
。
前
立
腺
癌
を
テ
ー
マ
と
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
参
加
者
の
多
く
は

年
配
の
男
性
で
し
た
が
、
市
民
の
が
ん

へ
の
関
心
の
深
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
対
し
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
後
の
質
問
記
入
も
含
め
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
参
加
者
の

約
６
割
が
土
浦
市
在
住
で
、
石
岡
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
と
続
き
ま
し
た
。
講

座
の
開
催
を
知
る
手
段
と
し
て
は
、
土

浦
協
同
病
院
広
報
誌（
ふ
れ
あ
い
）が
３

割
強
、
ポ
ス
タ
ー
（
ピ
ア
タ
ウ
ン
な
ど

に
依
頼
）
が
３
割
弱
、
広
報
つ
ち
う
ら

が
２
割
強
で
し
た
。
満
足
度
調
査
で
は

約
６
割
が
満
足
と
の
結
果
で
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
す
べ
て
の
質
問
を
取
り
上
げ
て
回

答
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
困
難
で
し
た

が
、
市
民
公
開
講
座
の
限
界
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
第
２
回
市
民
公
開
講
座
は
、

会
場（
土
浦
市
民
会
館
）使
用
の
都
合
も

あ
っ
て
、
２
０
１
１
年
12
月
３
日
土
曜

日
14
時
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
が
ん
検
診
で
、
座
長
は
土

浦
協
同
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
の

田
澤
潤
一
医
師
が
務
め
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
へ
の
周
知
を
御
支
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

が
ん
セ
ン
タ
ー
長
兼
放
射
線
科
部
長

大　

原　
　
　

潔　

 

●
市
民
公
開
講
座

「
前
立
腺
癌
」開
催
報
告

リ
レ
ー
連
載―

―

⓬

専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
リ
レ
ー
便
り

看
護
副
部
長　
　

大　

野　

美
津
江　

　
茨
城
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
て

次回テーマ
がん検診

市民公開講座
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◉連載――第14回

DPCとベンチマーク
　DPC/PDPS制度とは関係ありませんが、
｢がん診療連携拠点病院　がん登録　2008
年全国集計　報告書｣*1)が公開されました。
全国のがん診療連携拠点病院で2008年に診
断されたがん症例についての集計表の病院実
名入りでの公開です。がん種ごとの、症例数・
病期分布・治療方法などが実数で把握可能で
す。生存率などの予後情報は含まれませんが、
病院ごとの実力を全体や個別の病院と比較す
ることによるベンチマークが可能です。全が
ん種合わせた症例数では、当院は茨城県で
トップですが、全国の病院と比較すると上に
は上があります。がん診療情報もここまで開
示されたのかと、強い衝撃を受けました。興
味のある方は下記URLから参照してくださ
い。
　第13回で、地域における包括的でシーム

レスな連携と、その前提となる機能分化の重
要性について説明しました。
　さらに一歩踏み込んだ姿として(以下、自
著：医療経営白書2011年度版｢急性期病院
の今後の戦略｣から引用)、2011年5月19
日に開催された厚労省の社会保障改革集中検
討会議資料で、2025年の急性期病院の機能
分化として、高度急性期病院と一般急性期病
院の分離を掲げています。高度急性期病院は、
地域における拠点性と高次救急医療体制を担
い、人口20～ 50万人に1ヶ所。一般急性
期病院は、高度急性期病院の後方機能及び一
般病院・専門病院としての機能を担い、高度
急性期病院1に対し複数。現在の一般病床数
の2割が高度急性期病院、5割が一般急性期
病院に割り当てられます。医療人材は、高度
急性期病院に2倍、一般急性期病院に1.6倍

投入されます。このようなシナリオが描かれ
ています
　高度急性期病院の姿をもう少し明確にして
みます。病床規模800 ～ 1000以上。3次
救急及び休日・夜間の2次救急を担います。
救急患者来院後4時間以内に初期治療開始。
研修医を除く常勤医師数200～ 250人以上
が在籍し、すべての診療分野において一定水
準以上の医療の質を担保。夜間10人以上の
当直体制で、当直明け休み保証。入院医療に
ついては休日でも平日同様の診療体制を維持。
主治医制ではなくグループ診療制。平均在院
日数9日以下。地域の一般急性期病院で扱え
ない急性期医療は地域の実情に合わせ引き受
けます。
　あくまで2025年段階でのシナリオなので
不確定要素はあります。おおつ野の新病院移
転を契機として、将来の高度急性期病院を目
指し、さらなる優秀な人材の確保や適切な設
備投資を通して、より一層の医療の質と経営
の質の向上を図る必要があります。

DPC評価委員会委員長
情報システム管理室　船越 尚哉

*1)　http://ganjoho.jp/data/professional/statistics/hosp_c_registry/2008_report_0804.pdf

厚生労働大臣の定める掲示事項　平成23年8月1日

厚生労働大臣の定める掲示事項　　　　　Ⅲ－Ⅰ
入院基本料：一般病棟入院基本料・看護配置7：１
各病棟入院患者7人に対し、看護師１人の割合で配置し
ています。(詳細は各フロアに掲示)
臨床研修病院入院診療加算（基幹型臨床研修病院）
超急性期脳卒中加算
妊産婦緊急搬送入院加算
救急医療管理加算・乳幼児救急医療加算
診療録管理体制加算
医師事務作業補助体制加算（75対１）
急性期看護補助体制加算２（75対１）
療養環境加算
重症者等療養環境特別加算（個室の場合）（２人部屋の場合）
がん診療連携拠点病院加算
栄養管理実施加算
栄養サポートチーム加算
医療安全対策加算１
感染防止対策加算
褥瘡患者管理加算
褥瘡ハイリスク患者ケア加算
ハイリスク妊娠管理加算
ハイリスク分娩管理加算
急性期病棟等退院調整加算１
新生児特定集中治療室退院調整加算
救急搬送患者地域連携紹介加算
呼吸器ケアチーム加算
救命救急入院料４
総合周産期特定集中治療室管理料
小児入院医療管理料１・４
ウィルス疾患指導料2のHIV加算
高度難聴指導管理料
糖尿病合併症管理料
がん性疼痛緩和指導管理料
がん患者カウンセリング料

厚生労働大臣の定める掲示事項　　　　　Ⅲ－Ⅱ
地域連携小児夜間・休日診療料２　院内トリアージ加算：有
ニコチン依存症管理料
開放型病院共同指導料（Ⅱ）
地域連携診療計画管理料・地域連携診療計画退院指導料
がん治療連携計画策定料
肝炎インターフェロン治療計画料
薬剤管理指導料　医薬品安全性情報等管理体制加算：有
医療機器安全管理料１及び２
ＨＰＶ核酸同定検査
検体検査管理加算（Ⅰ）（Ⅱ）
心臓カテ－テル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
埋込型心電図検査
胎児心エコー法

皮下連続式グルコース測定
神経学的検査
コンタクトレンズ検査料１
小児食物アレルギ－負荷試験
内服・点滴誘発試験
センチネルリンパ節生検
画像診断管理加算（Ⅰ）
CT撮影及びMRI撮影　MRI（1.5ステラ以上）16列以上
のマルチスライスCT　16列未満のマルチスライスCT
冠動脈CT撮影加算
心臓MRI撮影加算
抗悪性腫瘍剤処方管理加算
無菌製剤処理料
外来化学療法加算１
脳血管疾患等リハビリテ－ション料（Ⅰ）
運動器リハビリテ－ション料（Ⅰ）専用施設面積305.35㎡
呼吸器リハビリテ－ション料（Ⅰ）
透析液水質確保加算
一酸化窒素吸引療法
皮膚悪性腫瘍切除術における悪性黒色センチネルリン
パ節加算
脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
脳刺激装置交換術
乳腺悪性腫瘍手術における乳がんセンチネルリンパ節加算３

厚生労働大臣の定める掲示事項　　　　　Ⅲ－Ⅲ
埋込型心電図記録計摘出術
経皮的冠動脈形成術

（高速回転式経皮経管アテレクトミーカテーテルによるもの）
経皮的中隔心筋焼灼術
ペースメーカー移植術、ペースメーカー交換術
両心室ペ－スメ－カ－移植術、両心室ペ－スメ－カ－交換術
埋込型除細動器移植術及び埋込型除細動器交換術
経皮的大動脈遮断術
ダメージコントロール手術
両室ペーシング機能付き埋込型除細動器移植術及び
両室ペーシング機能付き埋込型除細動器交換術
大動脈バル－ンパンピング法（IABP法）
体外衝撃波胆石破砕術
体外衝撃波腎・尿管結石破砕術
腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術
腹腔鏡下小切開副腎摘出術
腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術
膀胱水圧拡張術
麻酔管理料（１）
放射線治療専任加算
外来放射線治療加算
高エネルギー放射線療法
画像誘導放射線治療（IGRT）加算

直線加速器による定位放射線治療
入院時食事療養(Ⅰ）
　費用：１食640円　自己負担：１食260円
　特別（選択）メニュー：１食20円（税込）
選定療養費に係る部分（自己負担として頂きます）
　１．差額ベッド（詳細は各フロアに掲示）
　２．紹介状なしの初診患者様は、1,050円（税込）
　３．180日を超えて入院中の、一部の患者様は
　　　2,520円（税込）／日
　４．臨床治療試験にかかる医療費
　　　（ご希望の方にご案内します）

厚生労働大臣の定める掲示手術の症例数一覧
　　　　　　　　　　　　　（Ｈ22.1.1 ～Ｈ22.12.31）

頭蓋内腫瘤摘出術等…………………………８１件
黄斑下手術等…………………………………１９件
鼓室形成手術等…………………………………０件
肺悪性腫瘍手術等……………………………６０件
経皮的カテ－テル心筋焼灼術……………７８３件
靭帯断裂形成手術等……………………………２件
水頭症手術等………………………………１２３件
鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等………………………０件
尿道形成手術等………………………………２４件
角膜移植術等……………………………………０件
肝切手術等……………………………………５８件
子宮附属器悪性腫瘍手術等…………………２１件
上顎骨形成術等…………………………………０件
上顎骨悪性腫瘍手術等…………………………１件
バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）………０件
母指化手術等……………………………………０件
内反足手術等……………………………………０件
食道切除再建術等……………………………１９件
同種死体腎移植術等……………………………０件
人工関節置換術等……………………………５８件
乳児外科施設基準対象手術……………………３件
ペ－スメ－カ－移植術及び
ペースメーカー交換術……………………１２５件
冠動脈、大動脈バイパス移植術等

（人工心肺を使用しないものを含む）
及び体外循環を要する手術…………………８１件
経皮的冠動脈形成術
経皮的冠動脈血栓切除術及び
経皮的冠動脈ステント留置術……………３６４件

（ハイリスク分娩管理加算）
平成22年：分娩件数…………………１，０８０件

（配置医師数 10人・配置助産師 14人）
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
に

あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
土
浦
協
同
病
院　

元
気

隊
連
が
、
土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
に

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
元
気
隊
に
つ
い
て
ご
紹

介
致
し
ま
す
。
元
気
隊
は
、
８
年

前
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
職
員
が
職

員
の
交
流
と
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。
翌
年

か
ら
は
運
営
が
病
院
組
織
の
会
と

な
り
、
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
へ
は
毎
年

参
加
し
、
特
別
賞
２
回
の
実
績
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
運
営
は
東
日
本
大
震
災

後
と
い
う
こ
と
で
、
震
災
の
影
響

や
情
勢
を
考
慮
し
、
参
加
か
見
送

る
か
の
会
議
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
近
隣
住
民
の
笑
顔
と
元
気
を

取
り
戻
す
た
め
精
一
杯
や
っ
て
い

こ
う
と
、
実
行
委
員
一
致
団
結
し

キ
ラ
ラ
ま
つ
り
参
加
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

少
な
い
時
間
の
中
で
十
分
に
練

習
で
き
る
よ
う
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
作
成
、

抜
け
の
な
い
厳
し
い
踊
り
チ
ェ
ッ

ク
。「
今
年
こ
そ
は
上
位
入
賞

を
！
」
と
い
う
姿
勢
で
本
番
当
日

を
む
か
え
ま
し
た
。「
今
年
は
一

体
感
を
表
現
す
る
た
め
、
メ
イ
ク

を
全
員
統
一
し
て
行
き
ま
す
！
」

と
い
う
事
務
局
か
ら
気
合
い
の
あ

る
宣
言
。
ま
る
で
美
容
師
の
よ
う

に
保
育
士
さ
ん
が
、
全
員
の
髪
を

整
え
、
い
ざ
本
番
。
70
名
が
思
い

 

●
地
域
ふ
れ
あ
い
・
交
流
（
土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
）

キ
ラ
ラ
祭
り﹁
元
気
隊
﹂
準
優
勝

　

東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
て
早

７
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
復
興
は
思
う

よ
う
に
進
ま
ず
、
苛
立
と
焦
り
が
み

ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
へ
の
不
安
の
沈
静

化
も
同
様
で
す
。
復
興
は
目
に
見
え

る
形
で
や
が
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
目
に
見
え
な
い
放
射
能

汚
染
は
永
き
に
亘
り
つ
き
ま
と
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
事
故
で

飛
散
し
て
し
ま
っ
た
放
射
能
（
残
留

放
射
能
）
は
、
放
射
能
の
半
減
期
と

拡
散
と
に
よ
り
、
時
間
と
と
も
に
減

っ
て
行
き
ま
す
。
残
留
放
射
能
の
主

な
も
の
は
放
射
性
の
セ
シ
ウ
ム
と
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
で
す
。
今
話
題
に
な

っ
て
い
る
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る
牛
肉
や

腐
葉
土
の
汚
染
は
、
物
質
の
拡
散
の
し

方
や
食
物
連
鎖
に
多
少
な
り
と
も
知
識

が
あ
る
人
に
は
、
当
然
の
事
態
と
映
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
一
般
庶
民
が
ど

う
受
け
止
め
、
ど
こ
に
安
心
の
落
と
し

ど
こ
ろ
を
見
つ
け
る
か
が
今
後
の
課
題

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
健
康
影
響
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
事
故
の
よ
う
な〝
少
量
〞の
放
射
線
被

ば
く
で
の
具
体
的
な
健
康
影
響
と
は
、

「
将
来
発
が
ん
す
る
可
能
性
が
少
し
だ

け
ふ
え
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
だ
け
な
の
で
す
。
体
調
を
崩
た
り
胎

児
に
奇
形
を
生
じ
た
り
す
る
よ
う
な
こ

と
は
起
こ
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と

の
根
拠
は
、
主
に
広
島
・
長
崎
の
原
爆

被
災
者
の
追
跡
調
査
結
果
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
幼

児
・
小
児
は
成
人
に
比
べ
る
と
放
射
線

の
影
響
を
受
け
易
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
の
程

度
な
の
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
で

す
。

　

今
回
の
よ
う
に
多
数
の
人
が
被
ば
く

を
受
け
る
よ
う
な
事
故
（
ス
リ
ー
マ
イ

ル
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
東
海
村
）

は
ご
く
稀
な
の
で
、
被
ば
く
し
た
人
達

の
追
跡
調
査
と
そ
の
結
果
に
は
世
界
中

が
注
目
す
る
の
で
す
。

　

可
能
性
と
し
て
の
発
が
ん
確
率
の
増

加
を
ど
う
斟
酌
す
る
か
は
国
民
一
人
ひ

と
り
の
受
け
止
め
方
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
発
が
ん
原
因
と
し
て
は
、
放
射
線

よ
り
も
喫
煙
や
食
物
の
方
が
は
る
か
に

大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
熱
し
易
く

冷
め
易
い
日
本
人
、
放
射
能
汚
染
は
当

分
話
題
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
1
年
後

に
は
果
た
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

放
射
線
に
つ
い
て

が
ん
セ
ン
タ
ー
長
兼
放
射
線
科
部
長　
　

大　

原　
　
　

潔　

　

東
日
本
大
震
災
後
の
３
月
下
旬
、

東
日
本
の
一
部
地
域
の
水
道
水
か

ら
、
乳
児
用
の
指
標
値
（
放
射
性
ヨ

ウ
素
１
０
０
Bq
／
㎏
）
を
上
回
る
量

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
乳
児
用
調
整

粉
乳
を
溶
か
し
た
り
乳
児
が
飲
む
た

め
の
水
道
水
を
控
え
る
よ
う
指
導
さ

れ
ま
し
た
が
、
土
浦
市
の
水
道
水
は

該
当
せ
ず
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
も
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
は
８

日
経
つ
と
放
射
能
が
半
分
に
減
る
性

質
が
あ
り
、
２
か
月
経
つ
と
放
っ
て

お
い
て
も
約1/250

に
減
る
の
で

す
。
し
か
し
、
入
院
さ
れ
て
い
る
乳

児
の
保
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
か
っ
た
の
で
、
調
乳
室
、
婦
人
科
病

棟
、
病
院
附
属
保
育
所
で
粉
ミ
ル
ク
に

使
用
す
る
水
は
、
市
販
水
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
は
硬
水
と
軟
水
に
分
か
れ
そ
の
基

準
と
な
る
の
は
水
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ

ル
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の

量
で
す
。
量
の
多
い
も
の
を
硬
水
、
少

な
い
も
の
を
軟
水
と
呼
び
ま
す
。（
一

般
に
日
本
の
水
は
軟
水
が
圧
倒
的
に
多

く
、
欧
米
の
水
は
硬
水
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
）
水
に
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
多

い
と
ミ
ル
ク
に
含
ま
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ

ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
壊
し
や
す
く
し
て
し

ま
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
内
臓
に
負
担
を
か

け
て
し
ま
う
の
で
、
硬
水
の
市
販
水
は

調
乳
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
、
日
本
製
の
市
販
水
を
使

用
し
、
ミ
ル
ク
の
調
乳
に
は
煮
沸
後
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
附
属
保
育
所
で
は
放
射
線
量
測

定
（
土
浦
市
保
健
福
祉
部
こ
ど
も
福
祉

課
に
よ
り
砂
場
や
園
庭
な
ど
測
定
し
て

い
る
）
が
現
在
も
１
週
間
に
１
回
定
期

的
に
実
施
さ
れ
、
測
定
結
果
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
水
道
水
は
安
全
で
す
が
、
調
乳

水
に
限
り
、
し
ば
ら
く
の
間
は
市
販
水

を
使
用
し
、
切
り
換
え
時
期
に
つ
い
て

は
病
棟
や
保
育
所
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
水
使
用
に
つ
い
て

栄
養
部　

管
理
栄
養
士　
　

中　

島　

み
ど
り　

を
込
め
て
踊
っ
た
結
果
、
準
優
勝

と
い
う
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
高
に
綺
麗
な
踊
り
を
披
露
し

た
１
人
１
人
の
元
気
跳
人
、
一
緒

に
踊
り
に
参
加
さ
れ
た
方
、
あ
た

た
か
く
手
を
振
っ
て
く
れ
た
地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
に
感
動
し
、

感
謝
を
伝
え
た
く
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
日
本
全
体
が
１
日
も
早

く
平
常
を
取
戻
し
復
興
し
ま
す
よ

う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

震　　　災　　　関　　　連

放
射
線
部　
　

櫻　

井　

雅　

博　
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東
日
本
大
震
災
に
て
被
災
さ
れ
た
皆

様
、
そ
の
ご
家
族
の
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
病
院
は
断
水

な
ど
の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

患
者
さ
ん
に
影
響
が
な
か
っ
た
こ
と
が

幸
い
で
す
。
病
棟
ス
タ
ッ
フ
達
は
炊
事

班
を
立
ち
上
げ
、
お
に
ぎ
り
、
混
ぜ
ご

飯
、
カ
レ
ー
な
ど
を
作
り
、
体
調
を
維

持
し
て
一
人
も
休
む
こ
と
な
く
勤
務
に

従
事
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
「
食
べ
る

こ
と
」
そ
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て
乗
り

越
え
る
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
救
急
セ
ン
タ
ー
2
階
、
脳
神
経

外
科
病
棟
は
許
可
病
床
数
50
床
の
病
棟

で
す
。
病
棟
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
８
床
、
Ｈ
Ｃ

Ｕ
６
床
を
有
し
、
脳
卒
中
患
者
を
24
時

間
体
制
で
受
け
入
れ
る
な
ど
茨
城
県
南

地
域
の
３
次
救
急
医
療
体
制
の
病
棟
で

す
。
医
師
は
６
名
で
、
今
年
４
月
に
山

本
信
二
部
長
を
迎
え
ま
し
た
。
看
護
師

は
29
名
で
看
護
助
手
３
名
、
医
療
事
務

１
名
の
構
成
で
す
。
主
な
疾
患
は
、
脳

腫
瘍･

未
破
裂
動
脈
瘤･

ク
モ
膜
下
出

血
・
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・
頭
部
外
傷
・

脳
動
静
脈
奇
形
・
慢
性
硬
膜
下
血
腫
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
手
術
は
、
カ
テ

ー
テ
ル
を
使
用
し
た
脳
血
管
撮
影
に
よ

る
血
管
内
手
術
と
顕
微
鏡
下
で
行
わ
れ

る
開
頭
手
術
が
年
間
４
０
０
〜
５
０
０

例
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
「
て

ん
か
ん
外
来
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
チ
ー
ム
医
療
に
つ
い
て
】

　

介
護
保
険
の
重
症
度
別
疾
患
の
占
め

る
割
合
を
見
る
と
分
か
る
と
お
り
、
病

気
や
外
傷
で
中
枢
神
経
系
に
障
害
を
来

し
た
場
合
、
介
護
度
は
高

く
な
り
、
と
て
も
個
人
プ

レ
ー
で
対
処
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
他
疾
患
に
比

べ
、
よ
り
密
な
チ
ー
ム
プ

レ
ー
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
多
種
な
専
門
職

が
一
緒
に
問
題
解
決
に
当

た
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

毎
週
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

無
論
、
こ
の
チ
ー
ム
医
療

の
中
心
に
は
患
者
さ
ん
が

位
置
し
、
患
者
さ
ん
自
身

も
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
っ

て
自
己
の
健
康
問
題
を
自

ら
が
問
題
解
決
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
チ

ー
ム
医
療
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
の「
専
門
性
」を
理

解
し
、
尊
重
し
合
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
患
者
さ
ん
、

家
族
が
望
む
医
療
の
目
標

　

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
：
リ
ハ
）
は
、
昭
和
45
年
7
月
よ
り

診
療
を
開
始
し
41
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
の
リ
ハ
部
ス
タ
ッ
フ
は
、
リ
ハ
専

門
医
師
１
名
・
理
学
療
法
士
21
名
・
作

業
療
法
士
８
名
・
言
語
聴
覚
士
４
名
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
１
名
・
看
護
師
１
名
・

事
務
３
名
の
合
計
39
名

で
す
。

　

リ
ハ
の
対
象
は
、
入

院
で
は
脳
血
管
疾
患
・

運
動
器
疾
患
・
廃
用
症

候
群
が
多
く
、
手
術
前

後
、
麻
痺
等
の
後
遺
症
、

早
期
回
復
と
復
帰
の
た

め
「
予
防
」
と
し
て
入
院

直
後
か
ら
の
実
施
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
年

齢
は
、
老
若
男
女
０
歳

〜
１
０
０
歳
を
超
え
、

土
浦
協
同
病
院
内
22
病

棟
の
全
て
に
対
応
し
な

が
ら
外
来
リ
ハ
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
入
院
患
者

様
全
て
の
方
に
リ
ハ
を

実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
、
マ

ン
パ
ワ
ー
を
増
や
し
な

が
ら
常
に
最
高
の
知
識

と
技
術
で
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

リ
ハ
を
行
う
べ
き
か

迷
っ
た
際
に
は
、
担
当

医
師
ま
た
は
リ
ハ
科
に
一
度
ご
相
談
下

さ
い
。

　

そ
の
他
と
し
て
院
外
活
動
は
、
茨
城

県
よ
り
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
域
リ

ハ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
定
を
受
け
各
種

地
域
へ
の
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
高
校
生
を
対
象
に
毎
年
実
施

し
て
い
る「
高
校
生
一
日
看
護
体
験
」

が
８
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
土

浦
協
同
病
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
看
護
体
験
は
看
護
職
を
目
指

す
高
校
生
が
看
護
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
将
来
の
進
路
決
定
の
参
考
に

な
る
よ
う
な
機
会
と
す
る
た
め
毎
年

夏
休
み
期
間
中
に
県
内
の
医
療
機
関

で
看
護
に
関
す
る
体
験
研
修
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
浦
協
同
病
院
に
は
茨
城
県
内
の

高
校
生
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し
て

一
日
看
護
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
病

院
の
概
要
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
の
講
演
後
、
実
際
に
内
科
、
外
科
、

産
婦
人
科
な
ど
の
18
病
棟
で
看
護
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

病
棟
で
は
車
椅
子
移
送
や
血
圧
測

定
、
洗
髪
や
清
拭
な
ど
看
護
師
と
一

緒
に
ケ
ア
を
実
践
し
ま
し
た
が
、
患

者
さ
ん
か
ら「
あ
り
が
と
う
」と
声
を

か
け
ら
れ
て
、
緊
張
し
た
顔

が
自
然
に
笑
顔
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
体
験
し
た
高
校
生

か
ら
は
「
体
験
前
よ
り
も
っ

と
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
病
気
や
、
け
が
で
気
持

ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
人
た

ち
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
看
護
師
は
す
ご
い
と
思

い
ま
す
。
看
護
師
さ
ん
が
活

き
活
き
と
笑
顔
で
仕
事
を
し

て
い
る
姿
や
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
チ
ー
ム
医
療
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。」
な
ど
、

一
日
看
護
体
験
を
通
し
て
や

り
が
い
を
実
感
し
た
り
、
医
療
現
場

を
客
観
的
に
捉
え
た
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」と

言
う
よ
う
に
、
看
護
師
が
病
院
で
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、

自
分
の
目
で
見
て
、
体
験
し
て
、
よ

り
看
護
の
仕
事
へ
の
理
解
が
深
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
〝
先
輩
ナ

ー
ス
〞
か
ら
看
護
師
を
志
し
た
理
由

や
仕
事
へ
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
な

ど
の
話
を
聞
い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
通
し
て
体
験
を
分
か
ち
合
う

事
な
ど
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
浦
協
同
病
院
附
属
看
護

学
校
の
教
員
か
ら「
看
護
師
へ
の
道
」

の
説
明
や
質
疑
応
答
に
よ
り
興
味
が

深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

将
来
を
担
う
高
校
生
が
看
護
に
理

解
と
関
心
を
寄
せ
、
一
人
で
も
多
く

の
生
徒
さ
ん
が
看
護
職
へ
の
進
路
を

選
択
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

 

●
体
験
研
修

高
校
生
の
一
日
看
護
体
験

を
メ
ン
バ
ー
が
共
有
・
理
解
し
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
職
種
構
成
は
、

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
療

法
士
・
Ｍ
Ｓ
Ｗ
・
医
療
事
務
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
各
チ
ー
ム
が
連
携
・
協

力
し
合
い
、
一
丸
と
な
っ
て
従
事
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
セ
ン
タ
ー
２
階

海
老
沢 

弥
生

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

技
師
部
長　

橋
本 

貴
幸

部　

署　

紹　

介

看
護
部 

教
育
委
員
会　
　

宍　

戸　

正　

子　
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◆
病
気
は
全
て
の
人
間
に
と
っ
て

避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
生
の

宿
命
で
あ
り
ま
す
。
◆
し
か
し
、

多
く
の
病
気
に
お
い
て
、
患
者
さ

ん
の
自
然
治
癒
力
や
抵
抗
力
、
精

神
力
な
ど
が
そ
の
予
後
を
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
源
に
な
る
の
が
人

間
固
有
の
精
神
的
・
心
理
的
賦
活

を
も
た
ら
す「
笑
い
」、「
癒
し
」で

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
当
院
で
は
昨
年
よ
り
高
柳
和
江

先
生
の
指
導
に
よ
り
、「
ほ
ほ
え

み
太
陽
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
病
院

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
病

院
職
員
全
体
が
「
笑
い
」「
癒
し
」

を
通
じ
て
自
己
改
革
し
、
そ
の
技

法
を
応
用
し
て
患
者
さ
ん
に
接
す

る
こ
と
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
自
己

治
癒
力
を
引
き
出
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

高
め
、
快
適
な
療
養
生
活
を
支
援

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
◆
現
在
、

担
当
病
棟
で
は
看
護
師
さ
ん
の
着

衣
も
花
柄
の
明
る
い
も
の
を
着
用

し
、
患
者
さ
ん
に
身
近
に
接
す
る

「
笑
い
セ
ラ
ピ
ス
ト
」も
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
◆
「
ほ
ほ
え
み
の
太

陽
」
の
要
点
は
、
自
ら
の
存
在
と

価
値
を
認
識
し
、
他
者
の
存
在
を

認
め
、
喜
び
や
悲
し
み
を
共
有
し
、

発
想
の
転
換
を
図
り
、
豊
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
感

謝
と
友
愛
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

◆
こ
の
こ
と
は
東
日
本
大
震
災
と

い
う
未
曾
有
の
災
害
を
経
験
し
た

日
本
の
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
、

い
ま
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　秋と言えばやっぱり「食欲」。猛暑
の中、食欲がわかなかった人も秋の
味覚が並ぶと食欲も回復してくるの
ではないでしょうか。ダイエット中
や食事療法が必要な人は食欲にそそ
られるまま食べる訳にもいかず、カ
ロリーを気にしている人にとっては
食欲をいかに「抑制」するかが課題に
なります。美味しく食べるけれど、
過度な食欲は抑える……これが出来
れば最高ですよね(^_^)そこで今回
は食欲をコントロールする方法につ
いて情報を集めてみました。

食欲が増す理由として……いろいろ
な説があります。
そもそも秋になるとなぜ食欲が湧い
て来るのでしょうか？
●寒い冬を迎えるにあたって体内に
　エネルギーを蓄えようと本能的に
　食欲が湧く。
●気温が下がると体を保温するため
　エネルギーが必要になり自然と旺
　盛になる。
●夏バテで低下した体力を回復させ
　ようと、すぐにエネルギーに変わ
　る甘い物を欲してしまう。

　

看
護
学
校
で
は
高
校
が
長
期
の
休
み

に
な
る
夏
に
看
護
学
生
募
集
の
一
環
と

し
て
学
校
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
7
月
28
日
、
8
月
2
日
、
９

日
と
３
回
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

高
校
生
の
多
く
は
親
と
伴
に
来
校
し
て

お
り
、
全
体
の
１
割
は
社
会
人
ま
た
は

予
備
校
に
所
属
し
て
い
る
方
々
の
参
加

で
し
た
。
見
学
時
間
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
12
時
ま
で
の
約
２
時
間
半
で
す
。

　

先
ず
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
生

生
活
、
入
試
情
報
に
つ
い
て
教
員
が
図

や
写
真
を
用
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の

後
に
校
内
を
自
由
に
見
て
歩
い
て
も
ら

い
ま
す
。
学
校
に
は
看
護
技
術
を
学
ぶ

た
め
の
大
き
な
実
習
室
が
あ
り
、
実
際

の
お
風
呂
場
や
モ
デ
ル
人
形
が
ベ
ッ
ド

に
寝
て
い
て
驚
く
人
が
い
ま
す
が
、
こ

の
場
で
学
生
は
車
い
す
の
操
作
法
や
、

血
圧
測
定
の
方
法
、
血
液
採
取
の
方
法

な
ど
多
く
の
技
術
を
学
ん
で
病
院
の
実

習
に
行
き
ま
す
。

　

見
学
会
で
は
技
術
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

準
備
さ
れ
て
教
員
や
在
校
生
に
よ
る
指

導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
白
衣
を
着

用
し
て
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
は
人
気

が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
看
護
師
気
分

が
味
わ
え
ま
す
。「
在
校
生
に
聞
く
」コ

ー
ナ
ー
で
は
苦
労
話
や
嬉
し
か
っ
た
経

験
な
ど
看
護
学
生
と
し
て
の
生
の
声
が

聞
け
た
よ
う
で
す
。

　

見
学
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
75
％

以
上
の
参
加
者
が
「
こ
の
学
校
を
受
験

し
た
い
」
と
答
え
て
下
さ
り
、
実
際
に

学
校
に
来
て
入
学
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
っ
た
。
と
有
難
い
感
想
を

い
た
だ
き
終
了
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
入
学
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

食欲の秋
食欲コントロールの工夫

管理栄養士　飯塚　真理子

看　護　学　生　募　集

一般入試
　　試験方法：筆記試験、面接
　　試験科目：国語、数学、英語
　　試 験 日：一期試験　平成24年1月12日（木）
　　　　　　　二期試験　平成24年3月12日（月）
　　問合せ先：土浦協同病院附属看護専門学校
　　　　　　　TEL 0299–59–6061または
　　　　　　　当校ホームページにアクセスして下さい。
　　　　　　　URL：http://www.tkkangaku.net/
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食欲を抑えるには？
よく耳にする食欲コントロールの工
夫を紹介します。
●牛乳：食前に一杯飲む。イライラ
　やある程度の食欲を抑えられる。
●水：食前に水をたくさん飲むこと
　により空腹感を抑える。
●うす味：味が濃いと美味しく感じ
　て食欲が増す。
●隠す：目につくところに食べ物を
　置かない。
●噛む：ゆっくりよく噛んで食べる。
　唾液の働きで満腹感がある。
●運動：ストレス発散、疲労により
　食欲減退
自然に食欲を抑える方法としては
「食前の牛乳」や「よく噛む」といった
ことが多いようです。
実際、食べ物を「よく噛む」というの
は、食欲を抑える方法のひとつです。
満腹感を与える脳の満腹中枢は、食
事を始めてから15分以上が経過し

た頃によく働くので急いで食べずに
よく噛んでゆっくりと食事をするの
がいいようです。また、食欲を調節
するホルモンも関与しているようで
す。
食欲抑制ホルモン（レプチン）
レプチンとは、脂肪細胞から分泌さ
れるホルモンです。
脂肪が増えると食欲を低下させ、エ
ネルギー消費を高めるので肥満への
ブレーキとして機能します。

寝不足はレプチンが減る！
食欲を抑制するには、レプチンを正常に機能させておく必要が
あります。
しかし、レプチンの分泌は寝不足によって一気に減少します。
睡眠時間が5時間の人は、8時間の人よりレプチンは15％少
なく、食欲亢進ホルモン（グレリン）は15％多くなるようです。
つまり、睡眠不足になればなるほど太りやすくなるということ
です。
秋は美味しい物が溢れる季節ですが、食べ過ぎ、睡眠不足に注
意して美味しい秋を過ごしたいものですね

教
務
副
部
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